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クイズ&プレゼント

●プレゼント  
スペースすだちくんぬいぐるみ
高さ約12cm×幅約9cm ボールチェーン付き

●応募締切  7月18日金 必着  6月号の正解は「食育」でした。

●応募方法  答え、住所、氏名、年齢、感想、取り上げて欲しいテーマなどを
記入の上、はがき（宛先は「県知事戦略局クイズ&プレゼント係」）、Eメール

（宛先は表紙下部に記載）、または県公式LINEのメニューからご応募ください。

「第35回○○技術および科学の
国際シンポジウム徳島大会2025年」
○に入る文字は何でしょうか。

※プレゼントは1個です。

応募はこちら

抽選で
５名様

職場での熱中症対策が義務化されています！
　令和7年6月1日から、労働者の熱中症の重篤化を防止
するため、「体制整備」「手順作成」「関係者への周知」につ
いて、事業者に対して義務付けられることになりました。
適切な熱中症対策の実施をお願いいたします。

●中小企業の事業主、安全・衛生管理担当者向け
働く人の今すぐ使える「熱中症ガイド」はこちら▶︎

厚労省作成｢応急手当カード｣表面

詳しくは
こちら

●徳島労働局労働基準部健康安全課
☎088-652-9164
または、各労働基準監督署

（徳島・鳴門・三好・阿南）

［問］●県労働雇用政策課 
☎088-621-2345 F088-621-2856
●県健康寿命推進課 
☎088-621-2223 F088-621-2841

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
徳
島
県
へ
の
移
住

者
数
は
２
年
連
続
３
０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。「
徳
島
に
は
何

も
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
や
お
い

し
い
食
べ
物
、
海
外
へ
の
ア
ク
セ

ス
と
い
っ
た
魅
力
が
、
県
外
の

人
々
に
評
価
さ
れ
て
い
る
証
だ

と
捉
え
て
い
ま
す
。
宿
泊
者
数
も

か
つ
て
全
国
最
下
位
で
し
た
が
、

現
在
は
大
き
く
回
復
し
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
〝
攻
め
〟
の
姿
勢

で
、
笑
顔
と
誇
り
に
あ
ふ
れ
る
徳

島
を
皆
さ
ん
と
共
に
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
者
た
ち

が
誇
り
を
持
て
る
徳
島
の
実
現

に
向
け
て
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

■
知
事　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
職
員
一
人
ひ
と
り

が
目
的
意
識
を
持
ち
、
チ
ー
ム
力

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

■
平
石　

知
事
就
任
か
ら
３
年

目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
の

ご
心
境
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
知
事　

本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
私
が
考
え
る「
知
事
」

の
使
命
と
は
、
自
ら
が
徳
島
の
未

来
を
左
右
す
る
「
経
営
者
」
で
あ

る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
や
企
業
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
政
策
を
推
進
す
る
こ
と

で
成
果
を
出
す
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
徳
島
県
は

今
後
30
％
の
人
口
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
場

も
労
働
力
も
3
割
縮
小
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
少
子

高
齢
化
は
日
本
全
体
の
課
題
で

す
が
、
政
治
や
行
政
が
正
面
か
ら

向
き
合
え
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
私
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
こ
の
数
年
が
勝
負
だ
と

質
賃
金
は
直
近
8
カ
月
連
続
で

プ
ラ
ス
と
な
り
、
外
国
人
や
障
が

い
の
あ
る
方
、
高
齢
者
、
大
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
働
き
や
す
さ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

■
平
石　

今
後
の
展
望
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
知
事　

今
後
10
年
が
勝
負
と

な
る
「
地
方
創
生
戦
国
時
代
」

を
生
き
抜
く
た
め
、「
ず
っ
と
居

り
た
い
」「
い
つ
も
帰
り
た
い
」

「
み
ん
な
行
き
た
い
」
と
い
う
将

来
像
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
実

現
に
向
け
、「
安
心
度
」「
魅
力
度
」

「
透
明
度
」
の
3
つ
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。

　
防
災
・
医
療
・
保
育
・
教
育
に

よ
っ
て
「
安
心
度
」
を
支
え
、
国

際
定
期
便
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
で

「
魅
力
度
」
を
高
め
る
。
そ
し
て
、

透
明
性
と
結
果
に
こ
だ
わ
る
経

営
感
覚
が
「
透
明
度
」
に
つ
な
が

便
の
就
航
に
よ
り
、
韓
国
や
香
港

が
ぐ
っ
と
近
く
な
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
徳
島
の
国
際
化
に
向
け
た

大
き
な
一
歩
で
す
。
修
学
旅
行
な

ど
を
通
じ
て
若
者
が
海
外
を
体

験
す
る
こ
と
で
、「
日
本
の
良
さ
」

や
「
徳
島
の
魅
力
」
を
再
認
識
す

る
機
会
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
県
民
や
企
業
の
皆
さ

ま
に
国
際
定
期
便
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
も

〝
国
際
化
〟へ
の
意
識
が
自
然
と

芽
生
え
て
い
く
は
ず
で
す
。こ
の

環
境
を
未
来
に
向
け
て
持
続
し
て

い
く
た
め
に
も
、ぜ
ひ
積
極
的
な

ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
平
石　
教
育
分
野
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
打
ち
出
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

■
知
事　

教
育
は
未
来
そ
の
も

の
で
す
。
県
で
は
、
公
平

な
受
検
機
会
を
確
保
す
る

た
め
の
学
区
制
見
直
し
を

は
じ
め
、
英
語
教
育
や
国

際
交
流
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
、
世
界
に
通
用
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
4
月
か
ら

は
県
立
学
校
47
校
で
、
年

間
3
日
間
の
休
日
を
取
得

で
き
る
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
日
」
を
導
入
し
ま
し

■
平
石　

国
際
化
に
向
け
た
取

り
組
み
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

成
果
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
ね
。

■
知
事　

県
で
は
10
年
先
を
見

据
え
た
構
想
と
し
て
、昨
年
に「
徳

島
新
未
来
創
生
総
合
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
基
本
理
念
は
「
未

来
に
引
き
継
げ
る
徳
島
」
の
実
現

で
す
。
未
来
を
担
う
徳
島
の
若
者

た
ち
が
国
際
的
な
視
野
を
持
つ

こ
と
は
、
新
し
い
時
代
を
築
く
う

え
で
何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
韓
国
で
は
国
民
の

約
6
割
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
は
わ

ず
か
17
％
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
世

界
と
渡
り
合
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
2
つ
の
国
際
定
期

た
。
ご
家
族
で
休
暇
を
取
り
、
気

軽
に
国
内
外
へ
出
か
け
る
こ
と

で
、
多
様
な
学
び
の
機
会
を
得
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
平
石　

徳
島
の
経
済
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
知
事　

徳
島
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約

３・３
兆
円
で
す
が
、
1
人
あ
た

り
の
県
民
所
得
は
全
国
9
位（
Ｒ

３
）で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が

あ
り
、
製
造
業
の
生
産
性
は
全
国

2
位
を
誇
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
本
県
に
は
小
規
模
事

業
者
の
生
産
性
の
低
さ
や
後
継

者
不
足
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
企
業
が
連
携
し
、

再
編
を
進
め
る
こ
と
で
、
大
企
業

や
世
界
と
戦
え
る
力
が
生
ま
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
昨
年
、
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
、
一
昨
年
ま
で
全

国
ワ
ー
ス
ト
2
位
だ
っ
た
順
位

を
27
位
ま
で
改
善
し
ま
し
た
。
実

へ
の
挑
戦
で
す
。

　
私
は
職
員
に
「
常
に
バ
ッ
ト
を

振
れ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
空
振

り
し
て
も
構
わ
な
い
。
い
ち
ば
ん

よ
く
な
い
の
は
、
何
も
せ
ず
見
送

る
こ
と
で
す
。

■
平
石　

知
事
が
就
任
さ
れ
て

か
ら
、
県
庁
の
雰
囲
気
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
ね
。
職
員
の
皆
さ

ん
の
服
装
や
表
情
を
見
て
も
、
生

き
生
き
と
働
か
れ
て
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

■
知
事　
今
の
時
代
、県
庁
も「
選

ば
れ
る
職
場
」
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
働
き
方
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
中
で
、

県
庁
も
ま
た
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
空
間
や
五

感
を
刺
激
す
る
職
場
環

境
へ
と
進
化
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
が
、
万
代
庁
舎
11
階

に
あ
る
食
堂
・
展
望
者

ロ
ビ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
す
。
昼
食
を
と
る

だ
け
の
場
で
は
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
発
想
か

ら
、
会
議
や
懇
親
会
、

県
民
の
皆
さ
ま
と
の
交

流
に
も
活
用
で
き
る

〝
開
か
れ
た
空
間
〟
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。

■
平
石　

こ
ん
な
お
し
ゃ
れ
な

県
庁
な
ら
、
県
民
も
誇
り
を
持
て

ま
す
ね
。

■
知
事　
最
先
端
企
業
で
は
、
社

員
が
そ
れ
ぞ
れ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

持
ち
、
好
き
な
場
所
で
自
由
に
働

く
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。大
切
な
の
は「
結

果
を
出
せ
ば
、
や
り
方
は
問
わ
な

い
」
と
い
う
柔
軟
な
考
え
方
だ
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

や
る
気
を
も
っ
て
働
け
る
よ
う
、

庁
内
の
環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
平
石　

県
庁
で
は
中
途
採
用

が
増
え
て
い
ま
す
ね
。

■
知
事　

今
年
度
は
40
人
ほ
ど

を
中
途
採
用
し
ま
し
た
。
国
の
官

僚
や
他
県
の
県
庁
職
員
、
政
令
指

定
都
市
の
職
員
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
の
変
化

や
進
化
に
共
感
し
て
入
庁
さ
れ

た
、
民
間
出
身
の
方
々
も
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
が
職
員
に
よ
く
伝
え
て
い

る
の
は
、「
方
法
論
と
目
的
論
を

取
り
違
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
で
す
。大
切
な
の
は
、

あ
く
ま
で
も
〝
目
的
〟
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ

ず
、
目
的
に
応
じ
て
柔
軟
に
方
法

を
見
直
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
姿

勢
が
、
職
員
の
さ
ら
な
る
成
長
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
平
石　
県
庁
の
チ
ー
ム
も
、
ど

ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
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前
例
踏
襲
を
打
破
し
、新
次
元
の
政
策
を
。

攻
め
の
姿
勢
で
、笑
顔
と
誇
り
を
徳
島
に
。

い
う
意
識
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
人
口
が
減
少
し
、
若
者
が
県
外

に
流
出
す
る
中
で
、
県
庁
職
員
に

求
め
ら
れ
る
の
は
前
例
を
踏
襲

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
し
い
政

策
を
次
々
に
打
ち
出
す「
新
次
元
」

世
界
と
渡
り
合
う

土
壌
を
つ
く
る

人
口
減
少
社
会
に

覚
悟
を
持
っ
て
挑
む

 〝
攻
め
〟の
姿
勢
を
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「済州平和フォーラム2025」に徳島少年少女合唱団が招かれました。

リニューアルした万代庁舎11階食堂「CO-CAGEキッチン」。

●「最低賃金」が大きくアップ！
　  働く場としての本県の魅力が向上。

●「STEAM教育」や「国際教育」を推進！

●「緊急防災・減災事業債」の活用を促進！
　  住民の命を守る。市町村発行額の伸びが対前年度比「全国1位」に。

●「こども食堂」箇所数が46％増！
　  R5年度からR6年度の増加率「全国1位」に。

●地域のニーズに応じた医療提供体制の確保！

●「国際定期便」の就航！
　  香港、韓国との間に、年間を通じた「国際定期便」が就航。

●南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備える
　「防災・減災対策」をさらに加速！

●官民一体の「地域商社」を設立！
　  県産品の販路開拓や県内企業の海外進出を支援する
　  「官民一体のワンストップ組織」。

●県都のにぎわい創出に向けた
　新ホールやアリーナを実現！

●「徳島おどりフェスタ」の開催！
　  子どもの夢を広げるイベントに、8万人の大観衆が集結。

●蓄電池関連産業の集積に向け
　「徳島バッテリーバレイ構想」を推進！ 

●新たな国内外への「販路開拓」に挑戦！ 

●新たな「職員採用枠」を創設！
　  行政や民間から、経験豊富な職員を積極的に採用。

●インバウンドやアウトバウンドを促進し
　「人流の活性化」を実現！

●変革ファーストの人材育成と組織づくりを推進！

進化する徳島 ─2年間の取り組み─  （※一部抜粋）新次元への挑戦 ─未来への展望─  （※一部抜粋）



●徳島は美味しい食材があるので、地元の食材を季節ごとに使って、健康的な生活をしたいと思いました。（60代）●興味あるイベントが多く、
子どもと一緒に参加したいと思います。（30代）●素晴らしいイベントが一般の方にも開かれたものとはじめて知り、興味を持ちました。（50代）

「クイズ＆プレゼント」は
  中面に移動しました。

［問］県教育委員会生涯学習課 
☎088-621-3147 F088-621-2884

県民の皆様からの
情報を待ってます！

 ━  制度を活用した方の声をお届けします  ━

令和7年
4月より「ラーケーションの日」制度 始動!

　徳島県では、このたび、県内全市町
村、国や県警、県漁連と「不法投棄撲滅
に向けた共同宣言」を行いました。　
　廃棄物の不法投棄や不適正処理は
重大な犯罪です！ 関係機関と一致協力
して、撲滅に向けて取り組みます！
　宣言に合わせて、県民の方から不法投棄の場所や状況を迅速かつ的確に情報提
供いただける「不法投棄110番」を「県公式LINE」に開設しました。
　美しい徳島の自然を守るため、県民の皆様からの情報をお待ちしています！

県公式LINE
登録はこちら

ポータルサイト
詳しくはこちら

大阪・関西万博  念願だった万博に行くことができま
した。先生からも応援いただけているので、子どもに
とって安心できる制度だと思います。

スポーツ観戦  実際の歓声やプロ野球選手のプレー
を見て、本物を肌で感じる。学校では学びにくいとこ
ろを学べたと思います。

点字版広報紙や声の広報をご希望の方は、
視聴覚障がい者支援センターへ
☎088-631-1400 F088-631-1500

［問］県環境指導課 ☎088-621-2278 F088-621-2846
kankyoushidouka@pref.tokushima.lg.jp

インターンシップ  支援学校の授業などを体験
して、教員の方が生徒一人一人に熱心に指導
している姿をみて自分もなりたいと思った。

「不法投棄110番」開設! 

●オープニングセレモニー ▶︎10:30～11:15

宇宙の入口・成層圏に自らのアイデアを打ち上げ、実験した
学生のドキュメント映像や、県内の子どもたちによるステージ
パフォーマンスなどを開催！

宇宙飛行士講演会 ▶︎13:30～14:30

宇宙飛行士が見た“挑戦の価値”
～限界を超えるためのヒント～

JAXA宇宙飛行士 古
ふるかわ

川 聡
さとし

 氏

●「宇宙ビジネス」パネルディスカッション
宇宙業界や衛星データ、アニメなどの視点から、「宇宙ビジネス」をテーマにした討論会。

●こども向けワークショップ
小学生以下を対象に、ペンシルロケットの作り方を
徳島大学生が楽しく教えます。
▶︎10:30～12:00 13:30～15:00（両日共）

●学生成果発表会
県内の中学生や高校・高専生たちが、それぞれ体験した
宇宙への学びやプロジェクトを発表！
▶︎10:00～11:00　「北海道スペースポートツアー」
　参加中学生 成果発表会
▶︎11:00～12:00　「スペースバルーントライアル」
　参加高校・高専生 成果発表会

第35回宇宙技術および科学の国際シンポジウム徳島大会2025年

●国際宇宙展示会
2026年度に打ち上げ予定の火星
衛星探査計画（MMX）の1/2スケール模型などを展示。
航空宇宙関連の大手企業やスタートアップ、海外企業が徳島県に
集結! 展示会を開催。大 製薬や徳島大学も出展します。

●ガンプラヘッドが来る! 撮影OK!

7/12（土）~16（水）

「スペースすだちくん」
オリジナルグッズプレゼント！
イベントにご参加いただいた方・先着300名様に
オリジナルバッグ&うちわ&クリアファイルの中
から、いずれか一つをプレゼントいたします。

［問］県産業創生・大学連携課 
☎︎088-621-2325  F088-621-2897

大会ホームページ
詳しくはこちら

■宇宙業界へのキャリアに飛ぶ! ▶︎13:00～14:00 

AstroX株式会社
代表取締役CEO

小
お だ

田 翔
しょうぶ

武 氏

三菱電機株式会社 
研究員

ベルナドア美
み な

奈 氏

徳島大学理工学部理工学科
機械科学コース4年生

井
い の う え

上 沙
さ ら

羅 氏

宇宙キャスターⓇ日本宇宙少年団
（YAC）東京日本橋分団長

榎
え の も と

本 麗
れ み

美 氏

青木 英剛 氏内木 悟 氏

■スペース・トランスフォーメーションの時代～衛星データ利活用を例に～ ▶︎14:15～15:15

JAXA第一宇宙技術部門
地球観測研究センター

山
や ま も と

本 晃
こ う す け

輔 氏

清水技研株式会社 
代表取締役　

清
し み ず

水 達
た つ お

生 氏

株式会社リブル
代表取締役CTO　

岩
い わ も と

本 健
け ん す け

輔 氏

一般財団法人リモート・センシング
技術センターソリューション事業部
事業戦略課 参事

奥
お く む ら

村 俊
と し お

夫 氏

7/12（土） 7/13（日）

7/12（土）・13（日）

7/12（土）～16（水）

株式会社バンダイナムコ
フィルムワークス　

池
い け う ち

内 謙
け ん い ち ろ う

一郎 氏

JAXA第一宇宙技術部門

重
し げ と う

藤 真
ま ゆ み

由美 氏

フリーアナウンサー

藪
や ぶ た

田 ひとみ 氏

東京大学大学院
工学系研究科 教授

中
な か す か

須賀 真
し ん い ち

一 氏

■宇宙アニメが与えた宇宙業界への影響と宇宙開発の未来 ▶︎15:30～16:30

Ⓒ創通・サンライズ

宇宙が、もっと近くなる。
ISTSは宇宙分野の研究者や技術者等が一堂に会し、
研究発表や討論を行う日本最大級の宇宙の国際学術会議です。
ISTS徳島大会の開催に合わせ、色々な視点から宇宙を学び、
楽しむことができる「国際宇宙博@徳島」を開催します。ぜひご参加ください!

メインテーマ／Step forward to New Space Frontiers
会場／アスティとくしま 入場無料

ⒸJAXA

ⒸJSF

ⒸJAXA

●JAXA講演会 ▶︎15:00~15:30
「民間・大学等が主役! 宇宙戦略基金が加速する宇宙活動」
JAXA宇宙戦略基金事業部長兼新事業促進部長 内

な い き

木 　悟
さとる

 氏
●トークセッション ▶︎15:40~16:15

「日本の宇宙戦略と関連ビジネス」
宇宙エバンジェリスト 一般社団法人Space Port Japan 理事 青

あ お き

木 英
ひ で た か

剛 氏 
JAXA宇宙戦略基金事業部長兼新事業促進部長 内

な い き

木 　悟
さとる

 氏

（提供：JAXA）


